
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
い
え

ど
、
中
は
雑
貨
屋
の
よ
う
な

し
つ
ら
え
。

発　行：京都市左京西部いきいき市民活動センター　　発行日：2013年12月1日
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郷田英子（ごうだ・えいこ）
アトリエパッチワーク主宰。北山に
ある雑貨屋「Alphabet」を運営しな
がら、2013年1月に河原町今出川
に、フリースペースとして「アトリ
エパッチワーク」をオープン。青と
白のしましま屋根が目印。

やりたいことを「やる」だけの
創造の場。

郷
田
さ
ん
は
、
20
年
間「
も
の
」を
販

売
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
バ
リ
島

の
織
物
や
染
物
に
魅
了
さ
れ
、
何
の

手
が
か
り
も
な
い
ま
ま
、
雑
貨
屋
を

始
め
た
と
い
う
。
現
在
そ
の
雑
貨
屋

は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を

抱
え
な
が
ら
運
営
を
さ
れ
る
立
派
な

お
店
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
郷
田
さ

ん
が
、
な
ぜ
新
し
い
ス
ペ
ー
ス
を

持
っ
た
の
か
？
理
由
を
聞
い
て
み

た
。「
も
と
も
と
、
お
金
を
儲
け
る
た

め
に
雑
貨
屋
を
始
め
た
訳
で
は
な
い

ん
で
す
。
自
分
の
良
い
と
思
う
も
の

を
伝
え
た
く
て
。
そ
れ
は
今
で
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
貨
幣
価
値
に

疑
問
を
持
っ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は

物
々
交
換
で
場
所
を
運
営
で
き
な
い

か
な
ぁ
と
考
え
て
も
い
ま
し
た
」営

利
を
目
的
に
せ
ず
、
物
事
の
本
質
や

価
値
観
、
世
の
中
の
仕
組
み
に
疑
問

を
投
げ
か
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
ア
ト

リ
エ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
い
う
場
所
を

つ
く
っ
た
理
由
だ
と
い
う
。
な
の
で

こ
こ
で
は
、
先
生
の
い
な
い
絵
画
教

室
や
、
誰
か
が
つ
く
っ
た
ご
飯
を
食

べ
る『
み
ん
な
で
給
食
』、
作
品
の
展

示
会
や
、
身
体
を
動
か
す
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
時
に
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス

な
ど
色
々
な
物
事
や
出
来
事
が
平
等

に
並
列
す
る
。「
こ
の
１
年
は
、
地
道

に
や
り
た
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ

て
ま
す
」そ
れ
が
、
郷
田
さ
ん
流
の

「
も
の
づ
く
り
」の
根
底
で
あ
る
よ

う
。
た
だ
、
も
の
や
場
所
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
対
象
が
い
な
け
れ
ば
伝

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
広
報
活
動

は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
と
い
う
郷
田
さ

ん
。
し
か
し
な
ぜ
か
不
思
議
と
人
が

集
ま
る
。
そ
れ
は
、
ゆ
る
や
か
で
懐

が
深
い〝
京
都
・
左
京
区
〞と
い
う
土

地
柄
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
い
や
い

や
、
郷
田
さ
ん
の
人
柄
や
思
い
が
、

そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。
今
後
が
楽

し
み
だ
。

スズキキヨシ（すずき・きよし）
音楽家活動を経て、現在音楽に
よる場づくりをおこなう「おん
らく市場」代表。カリンバや鼻笛
などの販売、楽器づくりのワー
クショップ、地域のイベント
コーディネートなどをおこな
う。また、京都造形芸術大学・こ
ども芸術学科でも教鞭をとる。

最
後
は
、
当
セ
ン
タ
ー
利
用
者
さ
ん

と
い
う
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
N
P
O
劇
研
の
事
務
局
長
・

副
理
事
長
で
あ
る
杉
山
さ
ん
。
杉
山

さ
ん
は
90
年
代
か
ら
演
劇
に
関
わ
り

な
が
ら
、
京
都
の
芸
術
文
化
を
支
え

る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
左
京

区
・
下
鴨
に
あ
る
小
劇
場「
ア
ト
リ
エ

劇
研
」の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
経
て
、

現
在
は
当
セ
ン
タ
ー
や
廃
校
と
な
っ

た
元
・
立
誠
小
学
校
、
過
疎
化
が
進
む

京
丹
波
町
で
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
活

性
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
ア
ー
ト
の
関
わ
り
を
探
っ

て
き
た
杉
山
さ
ん
に
と
っ
て
、
ず
ば

り「
ア
ー
ト
と
場
の
良
い
関
係
」に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
。「
ア
ー
ト
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
約
10

年
。
関
わ
っ
て
い
る
場
を
み
る
と
、
以

前
と
随
分
印
象
も
、
人
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
」。
10
年
と
聞
く
と
、
と

て
も
長
く
感
じ
る
が
、
杉
山
さ
ん
が

大
切
に
す
る
の
は
、
そ
の
場
所
で
自

発
的
に
何
か
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
く

こ
と
。
長
い
目
で
ま
ち
と
寄
り
添
い

な
が
ら
、
そ
の
場
を
使
っ
て
何
を
す

る
か
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
巡
ら
す
こ
と

だ
と
い
う
。「
ア
ー
ト
は
人
と
人
を
つ

な
げ
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

地
域
が
持
つ
課
題
や
、
福
祉
、
教
育
と

い
っ
た
様
々
な
分
野
で
も
活
か
す
こ

と
が
可
能
で
す
」。
当
セ
ン
タ
ー
も
来

年
で
3
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る
中
、

こ
れ
ま
で
に
演
劇
の
手
法
を
取
り
入

れ
、
地
域
の
高
齢
者
と
交
流
を
結
ぶ

『
思
い
出
語
り
の
会
』や
、
プ
ロ
の
役

者
さ
ん
等
に
よ
る
中
学
生
の
演
劇
講

座
な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
企
画
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
あ

る
中
学
校
か
ら
文
化
祭
で
お
こ
な
う

演
劇
の
指
導
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、

徐
々
に
関
係
が
広
が
っ
て
い
る
。
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
？
の
質
問

に
は「
演
劇
だ
け
で
な
く
、
広
い
範
囲

で
ア
ー
ト
と
社
会
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」と

の
答
え
。
い
き
セ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

今
後
の
担
い
手
と
な
る
日
も
そ
う
遠

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
垣
根
を

横
断
す
る〝
音
楽
〞の
力

お
ん
ら
く

杉山準（すぎやま・じゅん）
NPO劇研事務局長・副理事長。役者活動を経て1994年
より演劇を中心としたワークショップの企画を手掛け
る。2000年から2008年まで「アトリエ劇研」プロデュー
サー。舞台芸術にまつわる各種事業を企画・制作する。

秋
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト「
左
京

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」。
そ
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
行
委
員
で
も
あ
る
キ
ヨ
シ
さ
ん

は
、
現
在
、
誰
で
も
出
来
る
音
づ
く

り
、
楽
器
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
京
都

を
中
心
と
し
た
こ
ど
も
施
設
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
い
て「
音
楽
に

よ
る
場
づ
く
り
」を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
キ
ヨ
シ
さ
ん
は
２
０
１

１
年
に
関
東
か
ら
京
都
に
移
り
住
ん

だ
い
わ
ゆ
る
新
参
者
。
知
り
合

い
に
紹
介
さ
れ
た
人
や
場
所
の

つ
な
が
り
で
ト
ン
ト
ン
拍
子
で

話
が
進
ん
で
こ
こ
ま
で
来
た
と

言
う
が
、
キ
ヨ
シ
さ
ん
の
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
と
、
自
然
体

な
人
柄
が
沢
山
の
人
を
惹
き
付

け
て
き
た
と
い
う
の
が
分
か

る
。
キ
ヨ
シ
さ
ん
が
感
じ
る
左

京
区
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。「
都
会

（
東
京
）と
比
べ
て
こ
こ
は
、
身
の
丈
に

合
っ
た
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多
く
て
、

メ
デ
ィ
ア
に
流
さ
れ
ず
判
断
し
て
く
れ

る
。
だ
か
ら
口
コ
ミ
で
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
く
。
そ
れ
に
外
国
の
人
も
多
く
て
、

こ
こ
で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま

世
界
に
発
信
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

る
ん
で
す
」と
、
ま
さ
し
く
キ
ヨ
シ
さ
ん

の
活
動
は
、
地
域
や
地
域
に
住
む
人
に

根
ざ
し
て
い
る
。
地
域
の
魅
力
に
い
ち

早
く
気
付
い
て
、
人
を
巻
き
込
み
な
が

ら
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な

い
。
そ
の
姿
勢
が
次
か
ら
次
へ
と
行
動

外へ広がるアートの可能性。

アート×場の
良い関係
京都といえば、文化のまち。そして、秋といえ

ば芸術の秋。今回はセンター周辺にあるアート

がある場所を探して、「音楽」「ものづくり」

「演劇」をテーマに活動されている当センター

利用者さんにお話をお伺いしました。そこには

アートと場のとっても良い関係がありました。

を
生
ん
で
い
く
よ
う
だ
。
ず
っ
と
京
都
に
？
の

質
問
に
は「
と
り
あ
え
ず
5
年
は
」と
あ
っ
さ

り
。「
音
は
残
ら
な
い
気
楽
さ
が
あ
る
。
だ
か
ら

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
楽
し
む

場
所
が
で
き
る
ん
で
す
」と
、
キ
ヨ
シ
さ
ん
の

音
楽（
お
ん
ら

く
）活
動
は
あ

ら
ゆ
る
場
所
や

人
の
関
係
を
風

通
し
を
良
く

し
、
豊
か
で
心

地
よ
い
時
間
を

つ
く
っ
て
く
れ

る
の
だ
。

左京ワンダーランドのチラシ。
マップに掲載されたお店や施
設をめぐるスタンプラリーの
他、糺の森でのてづくり市や音
楽ライブなどを企画。

身の回りのものでつくられた、
オリジナルの楽器たち。工夫次
第で何でも楽器になる。
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先日、この地域に新たに誕生した自治会の主催する「防災訓練」が行われ、当センターからも職員が参加し
てきました。今年、近くの市営住宅でぼやがあり、私も消火に駆けつけるという出来事があったばかりなの
で、他人事ではありません。消火器や消火栓の扱いはもとより、万が一の時にそれらがどこにあるのかとか、
避難経路をどうするのかなどは把握しておきたいものです。私たちのセンターでも、毎年防災訓練を階下の
養正保育所さんと一緒に実施していますが、このセンターのことに限られています。しかし、先日のような
火事が起こった時、見過ごすことはできませんから、対処する意識は職員の間でも持っておきたいと思って
います。この地域には沢山のお年寄りが住んでいます。時間帯によっては、消火や救助活動に参加できる若
い人も限られているでしょうし、身体が不自由な方や独居の方もいらっしゃいます。自治会等がこうした訓
練を定期的に行って、住民の間で防災意識を高めることはとても大切なことだと改めて感じました。

い
き
い
き

こ
ら
む
。

セ
ン
タ
ー
長
・
杉
山
準
の

50歳からの演劇講座 
演劇の稽古を気軽に体験して、楽しく元気になりましょう

◎１日体験コース（全１回２クラス）
日時：2月1日（土）10:30～12:30または14:00～16:00
◎連続基礎コース（全７回３クラス）
日時：2月8日～3月22日（毎週土曜日）10:30～12:30または14:00～16:00
　　  2月10日～3月24日（毎週月曜日）13:00 ～ 15:00
対象：50歳以上（経験不問）
定員：各クラス8名（6名以上で開講）
料金： 1日体験コース1,000円／連続基礎コース6,500円
        ※両コース参加は7,200円

　演劇というと、劇場の中に役者が演技をする舞台と観客席があって、その
舞台の上で何らかの事件や色恋沙汰といった大きな出来事を軸にストー
リーが展開されていくものを想像するかもしれません。少なくとも私は劇
とは、現実とは離れた非日常的な世界を描いたものだと思っていました。
　『わたしのあいだ』の上演は、私たちが普通イメージするような劇場では
なく、実際に暮らす人びとのいる市営住宅の中庭が舞台でした。そこでは
住民の声、ドアを閉める音、足音といった生活音、近くを走る叡山電鉄の
電車や踏切の音が、たとえ劇の最中であろうと聞こえてきます。こうした
状況は普通なら上演の妨げになるのかもしれませんが、『わたしのあいだ』
にはどれも必要な要素だったのだと思います。
　この劇の筋書きは、ある出来事をきっかけにひとり暮らしを始めた
「わたし」という人物のところへ「あなた」という人物が訪ねてきて、何気
なくふたり暮らしを始めるというただそれだけのものです。事件らしい事
件は起こりませんし、登場人物である「わたし」と「あなた」についても、
どこに住んでいるのかとかどんな過去があったのかといった具体的な説
明はありません。ただ、その二人の日常が過ぎていきます。いってみれば、
「わたし」や「あなた」という登場人物も、二人のいる場所や時代も、観客
が自分のことを投影できるような空白になっていました。そうした劇のつ
くりと、劇場では耳にすることのないリアルな生活音や市営住宅の日常の
光景が重なって、この『わたしのあいだ』という劇が成り立っているよう
に感じました。
　私は普段の様子を知らないのでうまく説明できませんが、何よりも養正
市営住宅という舞台が劇の空白に重なっているような感じがして、今回の
『わたしのあいだ』はこの場所あっての演劇だと思いました。そこに私は
引き込まれたように思います。

（龍谷大学文学部2回生 田中智里／ 10月22日観劇）

耐震工事以前は倉庫として、耐震工事
中は仮事務所として活躍していた会議
室1の向かいの空間が新しく「会議室4」
として生まれ変わります。
以前は料理室であった名残りを受け、
タイル張りの壁面は、今までの会議室
とは一風変わった仕様となっていま
す。大きさは和室と同じぐらい。縦長
の形でホワイトボードも常設され、小
さな会議やミーティング、文化教室に
ぴったり。少人数での使用に最適です。

10
月
22
日
・
23
日
に
養
正
市
営
住
宅
12
棟
中
庭
に
て
開
催
さ
れ
た
演
劇
公
演

H
O
M
E 

﹃
わ
た
し
の
あ
い
だ
﹄

京
都
国
際
舞
台
芸
術
祭
フ
リ
ン 

ジ
企
画
の
支
援
事
業
で
も
あ
っ

た
本
上
演
。﹁
劇
を
使
え
る
も 

の
に
す
る
﹂
と
い
う
企
画
コ
ン 

セ
プ
ト
を
受
け
て
自
治
会
と
演 

劇
関
係
者
が
共
催
し
ま
し
た
。

KYOTO EXPERIMENT 2013 フリンジ企画「使えるプログラム」支援事業
協力：養正市営住宅 12 棟自治会／左京西部いきいき市民活動センター／龍谷大学 秋葉昌樹研究室
写真：ササキユーイチ

市
営
住
宅
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人

た
ち
が
い
る
生
活
空
間
。
そ
の

敷
地
内
で
上
演
さ
れ
る
﹁
劇
﹂ 

は
ど
ん
な
作
用
を
日
常
に

も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

PLAY REVIEW

入 口

和　室
会議室３

会議室 1

会議室 2事務室

会議室

4

N

情報
コーナー

新たに裁断機を導入しました。ま
た、センターにあるコピー機は、カ
ラーが20円（モノクロ10円）でご利

用いただけます。オプション機能が充実のコピー
機。コピー機と裁断機を上手に使って、オリジナル
本や冊子づくりにご活用ください。

プチ情報
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

耐震工事を終え、新たなセンターに！！

今後のイベント／参加募集

『人生のアルバム本』をつくりませんか？
押し入れにしまった写真、それはあなたの道のりをカタチに残す世界にひとつの宝物。
そんな写真にまつわる思い出を語り、素敵なあなただけのアルバムに編集します。

内容：65歳以上の方を対象に、お持ちの写真8枚と思い出話でアルバムを作成します。
日時：お話の聞き取り
　　 1月24日～ 2月14日（毎週金曜日・全4回）11:00～12:00または13:00～14:00
　　　文章の確認　2月28日（金）／お披露目会　3月14日（金）
対象：65歳以上
場所：田中神社 弘安殿および左京西部いきいき市民活動センター（予定）
定員：８名（４名以上で実施）
料金：無料
＊こちらは、お話の聞き取りを一緒におこなう学生ボランティアも募集中です。

各種お申込み・お問い合わせは当センターまでご連絡ください


